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＜連絡事項＞

・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞

・長嶺　孝様～本日10：00グループホーム「わくわくの郷」へ入居の為退院となっています。

・角濱　義弘様～19日外出予定となっていましたが、市内のコロナ感染者が少なからず出ていることや、県内でも徐々に増加していること、インフルエンザ流行期に入っていること等から外出は控えてもらうよう伝えています。いつも送迎してくれる方への連絡は本人がするとのこと。

・工藤　みず紀様～本日10：00西病棟より転入となっています。

＜要注目患者様＞

・井上　和美様～被害妄想や易怒性なくスタッフ対応穏やかです。日中は独語も聞かれずほぼ自室にて過ごされています。他者トラブルもなく経過しています。

・風穴　義信様～昨日までは立位とれるものの歩行困難さ見られ移動は車椅子にて対応していましたが、本日は比較的歩行状態良く、自力歩行できています。しかし動作緩慢さはみられており、レストランまでの移動が難しい為食事はホールにて摂取しています。介入時の拒否等はありません。風邪症状もなく経過しています。
・岡沼　和久様～昨日レボトミン2錠vdsに追加となっていますが2時間半しか眠れなか

ったと話しています。主治医へも情報提供し、本日はレボトミン3錠とルジオミール1錠が1日分処方となっています。本人様、まだ退院後の生活や睡眠状況に関する焦りがあること話しています。現状、焦りや不安があることはスタッフサイドでも理解しているが、それがストレスとなり眠れなくなっていること本人へ伝え少し肩の力を抜き少しでも眠れたことをちゃんと評価してはどうかと提案しています。
・工藤　みず紀様～転入後のオリエンテーションでは説明に対し「はい、はい。分かりました。」と笑顔で返答されいます。又余暇時は顔見知りの患者様と会話している姿見られていますが、男性患者様と距離が近くなる時がある為見守りしています。
＜皮膚科診察＞
・小笠原　文人様～フロジン液1本処方となっています。
・佐々木　悦子様～テルビナフィンクリーム1本処方となっています。口角の処置は終了となっています。
・出河　攻様～テルビナフィン塩酸塩外用液1本処方となっています。

・戸賀沢　潔様～尿素クリーム1本処方となっています。
・中村　豊様～テルビナフィンクリーム1本、尿素クリーム1本処方となっています。
・沼端　恵子様～左足底鶏眼切除していますが、膿が溜まっており、膿汁排出しています。ゲンタマイシン塗布し絆創膏で対応するよう指示受けています。ゲンタマイシン1本処方となっています。
＜安ヶ平Dr診察＞
・出河　攻様～風邪症状訴えありレスプレン20㎎とPLが3日分処方となっています。又ピコスルファートNa2本処方となっています。

・中川原　義雄様～スミルスチック2本処方となっています。
※定期薬変更者はいません。
＜馬渡Dr診察＞
・山田　晃大様～サービスの調整については退院してからでもできる為その旨SWへ主治医より伝えているとのこと。臨時薬は同内容にて7日分処方となっています。

※臨時薬変更者はいません。
＜転入患者様情報＞
氏名：工藤　みず紀様　25歳　女性

主治医：田名部Dr

担当スタッフ：木村Ns、秋山Ns

SST、OT、リハプロ：導入

皮膚科：なし　　GAF：30点

買い物カード：なし　　私物発注：月5000円まで(買い物毎週月曜日)

洗濯：業者　※母様へ今後どうするか確認必要

小遣い：母様へ連絡し上記と合わせ確認が必要。電話代等…

[不穏・興奮時（リスペリドン） 1日3回まで] リスペリドン内用液1mｌ　lP

[不眠時（ルネスタ）] ルネスタ2㎎　1T

[臨時処方] 12/22まで
①ブロチゾラムOD錠0.25mg　 1 錠 　1日1回　ねる前 

②ペロスピロン塩酸塩錠4mg　 1 錠   1日1回　夕食後 

西病棟では、一時期男性患者様と口論となる事が数回あったが、現在は落ち着いて過ごされる事がほとんで患者トラブルは無かったとのこと。
作業療法へもほぼ毎日参加することが出来ており読書や音楽鑑賞などし過ごされている。

母様との関係性は良好だが、父様とは不仲。入院時物を壊し入院しその請求額が多額だったこともあり父様は自宅への退院を拒否。施設希望している。母様は自宅でも良いと話しているとのこと。
